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(3) その他の予測・評価に必要な事項 

1) オオタカの繁殖状況 

① オオタカの営巣地の分布と繁殖状況 

(ｱ) A営巣地のカメラ監視調査結果 

A営巣地におけるカメラ監視調査結果の概要は表 8.1-10(1)～(6)に示すとおりである。 

 

表 8.1-10(1) A営巣地におけるカメラ監視調査結果 

日付・確認状況 写真 

令和4年11月 

24日(木)～25日(金) 
カメラ設置 

令和5年 

１月8日(日) 

オス成鳥飛来。 

 

1月31日(火)、 

2月 1日(水) 

オス成鳥飛来。 

 

2月28日(火) 

オス成鳥巣材運び。 

（その後、3月2日

(木)、5日(日)、7日

(火)と飛来するが、

本格的な造巣に至

らず。以降、しばら

く飛来せず。） 
 

3月18日(木)、 

3月22日(水) 

夜のうちに、巣の中

に黄色いもの（ハク

ビシンの糞と思わ

れる）が出現。 

  

3月24日(金) 

オス成鳥飛来。 

(3月7日(火)以降、

飛来がなかったが、

再び飛来した。) 

 

注）時刻は24時制で表示した。 
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表 8.1-10(2) A営巣地におけるカメラ監視調査結果 

日付・確認状況 写真 

3月28日(火) 

オス成鳥飛来。 

3月29日(水) 

オス成鳥、メス若鳥

飛来。造巣開始。  

 

4月2日(日)～ 

青葉（スギ、広葉樹）

を敷く。 

 

4月7日(金) 

シジュウカラが写

っている。 

4月15日(土) 

ヤマガラが写って

いる。 

 

4月23日(日) 

産卵1個目。 

離巣は30分以内。 

 

4月26日(水) 

産卵2個目。 

離巣は30分以内。 

産卵 2 個目 

 
4月27日(木)～ 

5月1日(月) 

抱卵。 

離巣は30分以内。 

 

注）時刻は24時制で表示した。 

 

 



- 資料編222 - 

表 8.1-10(3) A営巣地におけるカメラ監視調査結果 

日付・確認状況 写真 

5月2日(火) 

抱卵。 

離巣は最大約１時

間。 

10：53 抱卵                       11：00 離巣 

 
11：23 離巣                      11：55 戻る 

 
12：00 抱卵 ～  16：10 抱卵 

 
17：03 離巣                17：38 戻る 

 
18：00 抱卵 

 

注）時刻は24時制で表示した。 
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表 8.1-10(4) A営巣地におけるカメラ監視調査結果 

日付・確認状況 写真 

5月3日(水) 

抱卵していたが、離

巣。 

一度戻り、その後、

放棄。 

4：00 抱卵 ～ 4：34 抱卵 

 
5：00 抱卵                 5：11 外を見る 

 
6：00 抱卵                 6：18 外を見る 

 
7：00 離巣 ～ 12：00 離巣 

  
12：48 メス一度戻る            13：00 メス上の枝にとまる 

 

注）時刻は24時制で表示した。 
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表 8.1-10(5) A営巣地におけるカメラ監視調査結果 

日付・確認状況 写真 

5月3日(水) 

（つづき） 

13：27 離巣～ 

 

5月9日(火) 

卵が残っている。 

 

5月11日(木) 

メス飛来。 

卵は隠れて見えず。 

4：53 メス飛来               5：00 離巣 

 

5月15日(月)、 

5月16日(火)、 

5月17日(水) 

カラス飛来。 

卵は隠れて見えず。 

 

5月18日(木) 

卵の殻が破れてい

る。 

 

6月24日(水) 

オス飛来。 

5：46 オス飛来               6：00 離巣 

 

注）時刻は24時制で表示した。 
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表 8.1-10(6) A営巣地におけるカメラ監視調査結果 

日付・確認状況 写真 

6月25日(木) 

4:00～9:38まで、巣

の中にハクビシン

がいる。  

ハクビシン 4:00 ～ 9：38  

 

注）時刻は24時制で表示した。 

 

(ｲ) 行動圏の算出のための手順 

A営巣地のペアの行動圏、行動圏内の採食地の分布、高利用域は、以下の示す「猛禽類保

護の進め方（改訂版）―特にイヌワシ、クマタカ、オオタカについて―」に記載の「行動圏

の内部構造の解析（行動圏、高利用域、営巣中心域）」の方法に準拠し推定した。 

オオタカの採食地（樹林地の林縁、鉄塔等から 150mの範囲の草地及び農耕地）は、環境

省の自然環境情報 GIS提供システムによる植生図を基に抽出した。 

 

 

 

資料：「猛禽類保護の進め方（改訂版）―特にイヌワシ、クマタカ、オオタカについて―」（平成 24年 12月、環境省） 
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資料：「猛禽類保護の進め方（改訂版）―特にイヌワシ、クマタカ、オオタカについて―」（平成 24年 12月、環境省） 
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資料：「猛禽類保護の進め方（改訂版）―特にイヌワシ、クマタカ、オオタカについて―」（平成 24年 12月、環境省） 
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(ｳ) A営巣地ペアの行動圏等及び採食地の分布 

A 営巣地ペアの行動圏及び行動圏内の採食地の分布状況は、予測結果との比較のため、

「8.2 予測結果」の図 8.2-1（資料編 p.242～243）に示すとおりである。 

 

② オオタカの営巣環境の調査 

オオタカの営巣環境の調査地点は、図 8.1-9に示すとおりである。 

「猛禽類保護の進め方(改訂版) ―特にイヌワシ、クマタカ、オオタカについて―」の解

析方法により推定した行動圏の範囲内の樹林地 5ヶ所（営巣地 1ヶ所、その他 4ヶ所）を調

査対象とした。営巣地の調査は、第１繁殖期の調査で繁殖に成功した A営巣地とした。B営

巣地及び C営巣地は立入禁止区域内にあることから、調査対象外とした。 

なお、営巣地以外の 4ヶ所の樹林地は、対照地として調査を行ったものである。 

調査結果は、表 8.1-11～表 8.1-15に示すとおりである。 

 

資料：「猛禽類保護の進め方（改訂版）―特にイヌワシ、クマタカ、オオタカについて―」（平成 24年 12月、環境省） 
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心
域
の
林
）
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表
8.
1-
13

(1
) 
営
巣
環
境
調
査
結
果
（
№
3 
川
田
谷
こ
ど
も
の
森
）
 

柵
内
 

柵
外
 

調
査

地
点

名
都

道
府

県
名

埼
玉

県
市

町
村

名
出

現
種

数
2
0

種

調
査

年
月

日
方

位
－

傾
斜

-
 °

調
査

面
積

地
形

群
系

風
当

日
当

土
湿

高
さ

植
被

率

高
木

層
(T

1
)

2
0
 m

7
0
 %

6
種

亜
高

木
層

(T
2
)

1
0
 m

2
0
 %

7
種

低
木

層
(S

)
4
 m

1
0
 %

4
種

草
本

層
(H

1
)

1
 m

5
 %

8
種

草
本

層
(H

2
)

－
 m

－
 %

－
種

コ
ケ

層
(M

)
－

 m
－

 %
－

種

群
落

名

被
度

群
度

被
度

群
度

被
度

群
度

T
1

S
H

3
・
3

コ
ナ

ラ
1
・
1

ア
オ

ハ
ダ

＋
ヤ

ブ
ラ

ン

2
・
2

ミ
ズ

キ
1
・
1

イ
ヌ

シ
デ

＋
ナ

ガ
バ

ジ
ャ

ノ
ヒ

ゲ

1
・
1

ヒ
ノ

キ
＋

イ
ヌ

ツ
ゲ

＋
ア

ズ
マ

ネ
ザ

サ

1
・
1

イ
ヌ

シ
デ

＋
サ

ワ
フ

タ
ギ

＋
コ

ナ
ラ

1
・
1

ウ
ワ

ズ
ミ
ザ

ク
ラ

＋
ク

リ

＋
ア

カ
マ

ツ
（
枯

）
＋

ア
ケ

ビ

＋
マ

ン
リ
ョ
ウ

T
2

＋
ヤ

マ
ジ

ノ
ホ

ト
ト
ギ

ス

＋
カ

マ
ツ

カ

＋
リ
ョ
ウ

ブ

＋
ア

オ
ハ

ダ

＋
ウ

ワ
ミ
ズ

サ
ク

ラ

＋
ミ
ズ

キ

1
・
1

ア
カ

シ
デ

2
・
2

イ
ヌ

シ
デ

桶
川

市

令
和

4
年

1
2
月

6
日

(火
)

3
0
 m

×
3
0
 m

海
抜

　
m

平
地

土
壌

―
高

木

中
中

陰
適

階
層

優
占

種
平

均
　

胸
高

直
径

種
数

コ
ナ

ラ
3
0
 c

m
(M

ax
　

5
6
 c

m
)

イ
ヌ

シ
デ

1
0
 c

m
(M

ax
　

1
2
 c

m
)

－
2
 c

m
(M

ax
　

5
 c

m
)

種
名

種
名

種
名

－
－

 c
m

(M
ax

 －
 c

m
)

－
－

 c
m

(M
ax

 －
 c

m
)

－
－

 c
m

(M
ax

 －
 c

m
)

高
さ

植
被

率

高
木

層
(T

1
)

2
0
 m

4
0
 %

1
種

亜
高

木
層

(T
2
)

1
0
 m

2
0
 %

8
種

低
木

層
(S

)
4
 m

7
0
 %

9
種

草
本

層
(H

1
)

1
 m

4
0
 %

1
5

種

草
本

層
(H

2
)

－
 m

－
 %

－
種

コ
ケ

層
(M

)
－

 m
－

 %
－

種

群
落

名

被
度

群
度

被
度

群
度

被
度

群
度

T
1

S
H

2
・
2

コ
ナ

ラ
1
・
1

ア
オ

ハ
ダ

＋
ヤ

ブ
ラ

ン

1
・
1

イ
ヌ

シ
デ

＋
ナ

ガ
バ

ジ
ャ

ノ
ヒ

ゲ

T
2

＋
イ

ヌ
ツ

ゲ
＋

ア
ズ

マ
ネ

ザ
サ

＋
カ

マ
ツ

カ
2
・
2

シ
ラ

カ
シ

＋
コ

ナ
ラ

＋
リ
ョ
ウ

ブ
1
・
1

ア
ズ

マ
ネ

ザ
サ

＋
ク

リ

＋
ア

オ
ハ

ダ
＋

ウ
グ

イ
ス

カ
グ

ラ
＋

キ
ヅ

タ

1
・
1

シ
ラ

カ
シ

＋
シ

ュ
ロ

＋
ア

ケ
ビ

＋
ウ

ワ
ミ
ズ

サ
ク

ラ
＋

サ
ワ

フ
タ

ギ
＋

ス
イ

カ
ズ

ラ

＋
ミ
ズ

キ
＋

ネ
ズ

ミ
モ

チ
＋

ア
ズ

マ
イ

バ
ラ

1
・
1

ア
カ

シ
デ

＋
オ

モ
ト

1
・
1

イ
ヌ

シ
デ

＋
シ

ラ
カ

シ

＋
コ

マ
ユ

ミ

＋
マ

ン
リ
ョ
ウ

＋
ヤ

マ
ジ

リ
ホ

ト
ト
ギ

ス

＋
ア

オ
キ

種
名

種
名

種
名

ア
ズ

マ
ネ

ザ
サ

－
 c

m
(M

ax
 －

 c
m

)

（
キ

ヅ
タ

）
－

 c
m

(M
ax

 －
 c

m
)

－
－

 c
m

(M
ax

 －
 c

m
)

コ
ナ

ラ
3
0
 c

m
(M

ax
　

5
6
 c

m
)

シ
ラ

カ
シ

1
0
 c

m
(M

ax
　

1
2
 c

m
)

シ
ラ

カ
シ

2
 c

m
(M

ax
　

5
 c

m
)

階
層

優
占

種
平

均
　

胸
高

直
径

種
数

１
　
営
巣
な
し

２
　
植
生
断
面
図

３
　
備
考
・
メ
モ

　
調

査
コ

ド
ラ

ー
ト
の

う
ち

、
柵

内
（
柵

の
東

側
）
は

「
川

田
谷

こ
ど

も
の

森
」
と

し
て

市
民

に
開

放
さ

れ
て

い
る

緑
地

で
あ

り
、

コ
ナ

ラ
が

優
占

す
る

落
葉

広
葉

樹
林

で
あ

る
。

一
方

、
柵

外
（
柵

の
西

側
）
は

柵
内

と
同

様
に

落
葉

広
葉

樹
林

で
あ

る
も

の
の

、
柵

内
に

比
べ

草
本

層
や

低
木

層
が

密
生

し
て

い
る

。
　

柵
内

の
高

木
層

は
コ

ナ
ラ

の
他

、
ミ
ズ

キ
、

ヒ
ノ

キ
、

ウ
ワ

ミ
ズ

ザ
ク

ラ
等

が
生

育
し

、
亜

高
木

層
や

低
木

層
に

は
イ

ヌ
シ

デ
、

シ
ラ

カ
シ

等
が

僅
か

に
生

育
す

る
。

管
理

さ
れ

た
林

で
あ

る
た

め
、

低
木

や
草

本
は

ほ
と

ん
ど

な
く

、
林

内
空

間
は

開
け

て
い

る
。

　
柵

外
は

柵
内

と
比

べ
高

木
層

の
植

被
率

が
低

く
、

高
さ

4
m

前
後

の
低

木
層

に
ア

ズ
マ

ネ
ザ

サ
、

シ
ラ

カ
シ

、
シ

ュ
ロ

等
が

密
生

し
て

い
る

。

　
オ

オ
タ

カ
の

営
巣

林
と

し
て

は
、

柵
内

の
樹

林
環

境
に

は
営

巣
可

能
な

高
木

が
み

ら
れ

、
林

内
空

間
が

広
が

っ
て

い
る

が
、

市
民

が
頻

繁
に

緑
地

を
利

用
す

る
た

め
、

営
巣

や
繁

殖
に

は
不

適
と

考
え

ら
れ

る
。

一
方

、
柵

外
の

樹
林

は
高

木
が

少
な

く
、

亜
高

木
層

や
低

木
層

が
密

生
し

て
林

内
空

間
が

確
保

さ
れ

な
い

た
め

適
正

は
低

い
と

考
え

ら
れ

る
。

調
査

点
名

№
3
　

川
田

谷
こ

ど
も

の
森

年
月
日

令
和

4
年

1
2
月
6
日
(火
)
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表
8.
1-
13
(2
) 
営
巣
環
境
調
査
結
果
（
№

3 
川
田
谷
こ
ど
も
の
森
）
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表
8.
1-
14
(1
)
 
営
巣
環
境
調
査
結
果
（
№
4 
計
画
地
内
中
央
南
側
の
林
）
 

調
査

地
点

名
都

道
府

県
名

埼
玉

県
市

町
村

名
出

現
種

数
3
4

種

調
査

年
月

日
方

位
－

傾
斜

-
 °

調
査

面
積

地
形

群
系

風
当

日
当

土
湿

高
さ

植
被

率

高
木

層
(T

1
)

2
3
 m

9
0
 %

6
種

亜
高

木
層

(T
2
)

1
0
 m

1
0
 %

2
種

低
木

層
(S

)
5
 m

2
0
 %

7
種

草
本

層
(H

1
)

1
 m

7
0
 %

2
5

種

草
本

層
(H

2
)

－
 m

－
 %

－
種

コ
ケ

層
(M

)
－

 m
－

 %
－

種

群
落

名

被
度

群
度

被
度

群
度

被
度

群
度

T
1

S
H

2
・
2

ス
ギ

1
・
1

シ
ュ

ロ
2
・
2

サ
ネ

カ
ズ

ラ

1
・
1

ム
ク

ロ
ジ

2
・
2

ア
オ

キ
＋

オ
オ

バ
ジ

ャ
ノ

ヒ
ゲ

2
・
2

ム
ク

ノ
キ

1
・
1

シ
ラ

カ
シ

1
・
1

ナ
ガ

バ
ジ

ャ
ノ

ヒ
ゲ

4
・
4

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

＋
ケ

ヤ
キ

1
・
1

チ
ャ

ノ
キ

1
・
1

イ
ヌ

ザ
ク

ラ
＋

ヤ
ブ

ニ
ッ

ケ
イ

4
・
4

キ
ヅ

タ

1
・
1

シ
ロ

ダ
モ

＋
フ

ジ
＋

ス
イ

カ
ズ

ラ

＋
キ

ヅ
タ

1
・
2

ア
オ

キ

T
2

＋
ヤ

マ
ジ

ノ
ホ

ト
ト
ギ

ス

＋
ム

ク
ノ

キ
1
・
1

シ
ラ

カ
シ

＋
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク
＋

オ
オ

ハ
ナ

ノ
ワ

ラ
ビ

＋
イ

ヌ
マ

キ

＋
ヤ

ブ
コ

ウ
ジ

＋
ケ

チ
ヂ

ミ
ザ

サ

＋
ヤ

ブ
ミ
ョ
ウ

ガ

＋
シ

ロ
ダ

モ

＋
タ

チ
ツ

ボ
ス

ミ
レ

＋
イ

ヌ
ワ

ラ
ビ

＋
ヒ

カ
ゲ

イ
ノ

コ
ヅ

チ

＋
ツ

ル
ウ

メ
モ

ド
キ

＋
ナ

キ
リ
ス

ゲ

＋
サ

ン
シ

ョ
ウ

＋
ナ

ン
テ

ン

＋
ビ

ワ

1
・
2

ジ
ャ

ノ
ヒ

ゲ

＋
ア

マ
チ

ャ
ヅ

ル

桶
川

市

令
和

4
年

1
2
月

6
日

(火
)

3
0
 m

×
3
0
 m

海
抜

　
m

平
地

土
壌

―
高

木

中
中

陰
適

階
層

優
占

種
平

均
　

胸
高

直
径

種
数

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

1
0
 c

m
(M

ax
　

6
2
 c

m
)

－
5
 c

m
(M

ax
　

8
 c

m
)

ア
オ

キ
1
.5

 c
m

(M
ax

　
3
 c

m
)

種
名

種
名

種
名

キ
ヅ

タ
－

 c
m

(M
ax

 －
 c

m
)

－
－

 c
m

(M
ax

 －
 c

m
)

－
－

 c
m

(M
ax

 －
 c

m
)

１
　
営
巣
な
し

２
　
植
生
断
面
図

３
　
備
考
・
メ
モ

　
道

路
を

挟
む

が
比

較
的

ま
と

ま
っ

た
面

積
を

占
め

る
エ

ノ
キ

・
ム

ク
ノ

キ
屋

敷
林

。
　

高
木

層
（
高

さ
1
0
m

～
2
3
m

の
階

層
）
は

、
林

冠
を

被
う

夏
緑

広
葉

樹
（
ム

ク
ノ

キ
等

）
と

常
緑

針
葉

樹
（
ス

ギ
）
、

そ
れ

よ
り

低
い

高
さ

の
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
る

。
林

内
は

人
が

竹
の

間
を

通
る

こ
と

が
で

き
る

程
度

に
間

隔
が

空
い

て
い

る
た

め
林

内
は

や
や

明
る

い
が

、
亜

高
木

層
以

下
の

階
層

の
植

被
率

は
低

い
。

　
オ

オ
タ

カ
営

巣
林

と
し

て
の

観
点

で
は

、
ス

ギ
、

ム
ク

ノ
キ

等
の

営
巣

可
能

な
「
大

木
」
が

生
育

し
て

い
る

も
の

の
、

林
冠

よ
り

低
い

高
さ

に
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク
が

や
や

密
に

生
育

し
て

い
る

た
め

、
オ

オ
タ

カ
の

林
内

空
間

の
移

動
や

営
巣

の
妨

げ
に

な
っ

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

よ
っ

て
、

当
該

林
分

は
オ

オ
タ

カ
の

営
巣

林
と

し
て

好
適

な
状

況
で

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

調
査

点
名

№
4
　

計
画

地
内

中
央

南
側

の
林

年
月
日

令
和

4
年

1
2
月
6
日
(火
)
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表
8.
1-
14

 (
2)
 
営
巣
環
境
調
査
結
果
（（
№
4 
計
画
地
内
中
央
南
側
の
林
）
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表
8.
1-
15

(1
) 
営
巣
環
境
調
査
結
果
（
№
5 
計
画
地
内
南
西
側
の
林
）
 

庭
木
・
果
樹
エ
リ
ア
 

調
査

地
点

名
都

道
府

県
名

埼
玉

県
市

町
村

名
出

現
種

数
3
3

種

調
査

年
月

日
方

位
－

傾
斜

-
 °

調
査

面
積

地
形

群
系

風
当

日
当

土
湿

高
さ

植
被

率

高
木

層
(T

1)
13

 m
10

 %
1

種

亜
高

木
層

(T
2)

7 
m

60
 %

6
種

低
木

層
(S

)
2 

m
30

 %
11

種

草
本

層
(H

1)
0.

2 
m

40
 %

20
種

草
本

層
(H

2)
－

 m
－

 %
－

種

コ
ケ

層
(M

)
－

 m
－

 %
－

種

群
落

名

被
度

群
度

被
度

群
度

被
度

群
度

T
1

S
H

＋
シ

ラ
カ

シ
2・

2
ド

ウ
ダ

ン
ツ

ツ
ジ

＋
シ

ラ
カ

シ

＋
サ

ツ
キ

＋
ヒ

サ
カ

キ

T
2

＋
ヒ

サ
カ

キ
＋

ア
ズ

マ
ネ

ザ
サ

3・
3

モ
モ

2・
2

ア
オ

キ
＋

カ
ニ

ク
サ

1・
1

ム
ク

ゲ
＋

ナ
ン

テ
ン

＋
キ

ヅ
タ

1・
1

モ
ク

レ
ン

＋
ネ

ズ
ミ
モ

チ
＋

マ
ン

リ
ョ
ウ

1・
1

サ
ト
ザ

ク
ラ

＋
サ

ツ
キ

＋
コ

セ
ン

ダ
ン

グ
サ

1・
1

ク
ス

ノ
キ

＋
カ

ナ
メ

モ
チ

2・
2

オ
ニ

タ
ビ

ラ
コ

1・
1

イ
ヌ

ガ
ヤ

＋
ユ

キ
ヤ

ナ
ギ

＋
カ

タ
バ

ミ

2・
2

ヤ
ブ

ツ
バ

キ
3・

3
ハ

ル
ジ

オ
ン

＋
マ

テ
バ

シ
イ

＋
コ

ナ
ス

ビ

＋
ジ

ャ
ノ

ヒ
ゲ

1・
1

ナ
ン

テ
ン

＋
シ

ロ
ダ

モ

＋
ヤ

ブ
ガ

ラ
シ

＋
イ

ヌ
ワ

ラ
ビ

＋
セ

イ
タ

カ
ア

ワ
ダ

チ
ソ

ウ

＋
コ

ナ
ス

ビ

＋
ヒ

メ
ジ

ョ
オ

ン

＋
ア

マ
チ

ャ
ヅ

ル

桶
川

市

令
和

4年
12

月
6日

(火
)

3
0
 m

×
3
0
 m

海
抜

　
m

平
地

土
壌

―
―

中
中

陰
適

階
層

優
占

種
平

均
　

胸
高

直
径

種
数

シ
ラ

カ
シ

26
 c

m
(M

ax
　

35
 c

m
)

モ
モ

20
 c

m
(M

ax
　

27
 c

m
)
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8.2 予測結果 

(1) 保全すべき種の予測結果 

1) オオタカ 

A営巣地ペアの行動圏等の面積の変化は表 8.2-1に示すとおりである。 

また、現況の A 営巣地ペアの行動圏及びの採食地の分布は図 8.2-1(1)に、樹林の分布は

図 8.2-1(2)に、将来（工事中及び供用時）の A 営巣地ペア行動圏及び行動圏内の採食地の

分布は図 8.2-2(1)に、樹林の分布は図 8.2-2(2)に示すとおりである。 

将来は工事中及び供用時とも、行動圏、高利用域、営巣中心域の範囲は変わらず、計画地

内の採食地及び樹林が消失するものとして、面積の変化を予測した。 

 

表 8.2-1 A営巣地ペアの行動圏等の面積の変化 

ケース 

行動圏 高利用域 
営巣 

中心域   うち 

採食地 

うち 

樹林 
  うち 

採食地 

うち 

樹林 

メッシュ 

数 

面積 

（ha） 

面積 

（ha） 

面積 

（ha） 

メッシュ 

数 

面積 

（ha） 

面積 

（ha） 

面積 

（ha） 

面積 

（ha） 

現況 ① 120 750.0 322.2 33.4 37 231.3 154.1 16.6 8.1 

将来の 

予測結果 
② 120 750.0 307.3 32.5 37 231.3 139.7 15.7 8.1 

減少分 

(減少割合) 

③=①-② 

(④=③/①) 
― ― 

 14.9 

(4.6%) 

 0.9 

(2.7%) 
― ― 

 14.4 

(9.3%) 

 0.9 

(5.4%) 
― 

 

 



保全すべき種の保護の観点から 、 一部を非公開とした。

凡 例

［計画地

<··‘＂�← ァクセス道路

この地図は「同土地理院数値地図 1/25,000」を加工して作成したものである。

* A営巣地
Eコ A営巣地ペアの行動圏

採食地

こコ A営巣林
亡コA営巣地ペアの営巣中心域
亡コA営巣地ペアの高利用域

注）行動圏 、 採食地及び高利用域は「猛禽類保護の進め方（改訂版） ー特にイヌワシ 、 クマタカ 、 オオタカについて一」
（平成24年12月 、 環境省）に記載の「行動圏の内部構造の解析（行動圏 、 高利用域 、 営巣中心域）」の方法に準拠し

推定した。 営巣中心域は、 巣立ち後約1ヶ月の巣立ち雛の行動範囲の現地調査結果に基づき設定した。

図8.2-1 (1) A営巣地のペアの行動圏等の範囲及び採食地の分布
（現況）

1 :25,000 
0 250 500 750 m 
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